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Ⅰ　緒　言
　2020年の東京五輪開催が決定したことによ
って，北海道では「なんとしても数多くの事
前合宿の誘致を！」が合い言葉となりつつあ
る。東京圏のみならず，地方への五輪波及効
果を呼び込む意味でも，スポーツ合宿地を決
定することは重要なことである。石澤らは
（2014）北海道内者を対象とした合宿は，実
施件数・参加実人数共に増加傾向にあるもの
の，道外からの同データを含めると，参加実
人数は減少傾向にあると述べている。
　丹埜ら（2009）によると，「合宿産業」は
一見非常にニッチな市場で，客単価が低いう
えに季節変動の大きく，収益性の低いビジネ
スと思われがちであるが，実際は，景気の変
動にあまり左右されない一定の市場規模があ
る。しかし，一般的に合宿事業があまり注目
されていないため新規参入が少なく，それ故，
蓄積されている先行研究も少ないことが報告
されている。また，田邉（2010）は，｢合宿
産業｣ の特徴として観光消費型産業のメリッ
トにプラスして，｢地域アイデンティティの
醸成｣ や「他地域との交流促進効果」，そし
て「人材育成効果」，「施設・都市インフラ整
備による経済効果や振興効果」などが期待で
きると述べている。そして，押見ら（2012）
によると，スポーツ合宿を行う意思決定者の
特性や意思決定方法及び，意思決定プロセス
を探っている。しかしながら，具体的にプロ
スポーツにおけるスポーツ合宿の現状は明ら
かにされていない。
　これまで日本バスケットボール界は、様々
な問題・課題に対し,根本的な解決や合意形
成には至らず,結果，2014年11月にFIBA加
盟国協会としての資格停止処分を受けると
言う最も大きな困難に直面した（JAPAN　
2024　TASKFORCE，2015）。しがしながら，
オリンピック種目である「バスケットボール」
は国内での人気や今までの世界選手権やユニ
バーシアード等の国際大会開催実績があり，
今後の東京オリンピックへ向けた合宿誘致も
ニーズは大きいと考えられる。
　そこで，日本のバスケットボールチームを
事例にスポーツ合宿の現状と可能性を明らか
にする必要があると言える。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北海道教育大学札幌校
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Ⅱ　目　的
　本研究の目的は，北海道でスポーツ合宿を
行っているWJBL所属のバスケットボール
チームを事例にスポーツ合宿地としての今後
の可能性と現状を明らかにする。
Ⅲ　方　法
１．ヒアリング時には本調査の目的・概要の
みならず，個人情報やプライバシーは守
られる旨の説明を行った。ヒアリングは
30～60分とし，情報提供者の了解を得た
上でICレコーダーを用いて録音を行った。
２．調査時期については，2014年10月から11
月に各チームを訪れ，コーチまたは，チ
ームスタッフと合宿地選考に関わる人物
に対して行った。
３．調査内容は，１）選考要因，２）促進要因，
３）合宿地への要望，などをたずねた。
４．分析方法としては録音したデータから逐
語録を作成し，複数の研究者で文脈分析
を行った。そしてその内容を基に合宿地
として促進，または選考された要因を「特
性要因図（石川，1956）」を用いて視覚
化した。
表１．インタビュー結果
Ａチーム Ｂチーム
場　　所 道北 道東 道東 道東
時　　期 ５月 ６月末－７月 ８月下旬－９月 ７月
目　　的 トレーニング
脚力強化
走力トレーニング
走力トレーニング
体力強化 クリニック
目　　標 体力・身体づくり
心の強化
芝を走る トレーニング
精神的強さ
環　　境
体育館 競技場 芝コース 競技場間が近い
ランニングコース 体育館 広い プール
決定方法 他種目からの紹介 紹介 出身者が居たこと
条　　件
坂や階段がある 競技場がある 費用 人のつながり
砂浜 クロスカントリーコース 時間調整 熱意
メリット
食事の豊富さ 意欲増進 梅雨がない 食事
梅雨がない 避暑 避暑 人間関係
デメリット
天候の調整 練習場が遠い 早朝の利用
寒すぎる 道路の安全性 氷，水等の雑費
期　　待
時間調整
時間調整
行政の対応
トレーニング設備の増加 選手に好影響
滞在期間 約10日間 約10日間 ５日間 ７日間
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Ⅳ　結果及び考察
　北海道でスポーツ合宿を行っているチーム
に合宿地選考の現状や今後の可能性を明らか
にするために，まずインタビューの結果を表
１にまとめた。そこから，詳細なデータを特
性要因図にまとめ，スポーツ合宿地の選考に
関わる要因を明らかにした。
　その結果，「費用」「サポート」「環境」「気
候」「食事」といった５つの要因が以下にヒ
アリングで得た象徴的な言説を示しつつ，そ
の根拠を列挙する。
Ⅳ－１　「費用」
　費用に関しては，合宿地を選定するうえで
重要な事柄ではあるが，チームによって一定
の金額を提示しその金額の中で交渉や行政と
の調整があるということが分かった。
　一方のチームでは，施設や宿舎それぞれと
交渉することや時間支払も検討事項ではある
ものの北海道という土地は移動費もかかるこ
とから各地との交渉が大きいということが言
える。
　Ａチームは以下のように答えている。
Ａ）お金の件だけど，一回の遠征分がなんと
なくこれくらいの予算っていうことが決ま
っているため，○○○は民宿みたいな場所
であったたこともあり，○○○は割高に感
じた。
Ⅳ－２　「サポート」
　サポートとしては，行政の担当者がどこま
で協力的に事前下見や合宿機関の対応が取れ
るかによって大きな違いがあることが分かっ
た。
　合宿地の選考として，初めていく場所や施
設の場合，使い勝手や周りの整備を含めた対
応が大きな要因となっている。また，地区協
会や連盟のサポートも大きい。こういった人
とのつながりによっても合宿地選考に変化が
みられた。
　Ｂチームでは，以下のような意見が上がっ
た。
Ｂ１）対応等が全く違かったから，私に今年
やりたいですって言ったときに，いろいろ
な待遇っていうの，お金だけじゃなくて，
場所の確保とか時間の融通とかが全くきか
なくなってて。本当にもう（合宿地を）変
える寸前までいって。そのときある先生が
本当に，つないでくれて，すごいよくなっ
た。…（中略）…
Ｂ２）芝の状態まで見てくれて。
Ｂ１）わざわざ。
Ｂ２）だからそれは，地元出身者がいなかっ
たらその先生とも，…（中略）…心を動か
されるのは，安さとか利便性だけじゃなく
て，そこに介在する人たちがどんな人たち
かによって行ってみようかなとかやってみ
ようかなとか思う。だからそういうのを誘
致するときって，やっぱり人だっていう。
施設がいいとか安いとかじゃない。それは
安い方が施設がいい方がいいに決まってる
んだけど，そこでなんか事務的に，…（中
略）…なんとか誘致するチームのために動
くと，やっぱり心動かされるよね。だから
窓口をだれにするかっていうのは，だれだ
ったのかってのは非常に大事で，それによ
って引き続き来年お願いってなるかやめよ
うぜってなるのか。
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Ⅳ－３　「環境」
　環境については，各施設の有無や器具のレ
ンタル・安全性が保てるかが焦点となる。陸
上競技場や階段，芝また，体育館の状況まで
といったスポーツ合宿を行う目標が達成でき
るような環境が保たれることが前提となっ
た。そういったことでは，今回の事例では，
多少の不便さはあったものの事前の準備の段
階で修正が可能となったことが伺える。
　Ａチームでの意見：
Ａ）あの，体育協会の方に結構お手伝いして
いただいて，その体育館に必要な用具だっ
たり器具だったりとかその練習の時に使う
電子タイマーとかそういうのはほとんど貸
していただいたので，あとは場所だったり，
例えばホテルのさっき言ったマラソンコー
スは，ホテルの方が社長さんに「ここある
よ。」っていう所を教えてくれて，で体育
協会の方に聞いてみるとやっぱり知ってる
んですよ。で，ここへこう行ってみたいん
ですけどっていう話をして、「何キロコー
スにしますか？」って言ったら「５キロぐ
らいで」って言ったらきちんとマークをつ
けていてくれたりとか。…（中略）…そう
いう時にちょっとお手伝いをお願いしたら
協力していただけたので助かりました。
　Ｂチームでの意見：
Ｂ２）あとはプールがあるのがいい。リハビ
リの子もいるだろうし。
Ｂ１）トラックも使いますよね。
Ｂ２）やったやった。
Ｂ１）あともし雨が降った時のこともいろい
ろ考えてくれてて，そのときはパワーマッ
クスがちゃんと整ってるかだとか，トレー
ニング施設が対応が効くかとか。
Ⅳ－４　「気候」
　気候に関しては，北海道は大きなメリット
がある。それは梅雨といわれる時期がないと
いうことである。近年では異常気象や地球温
暖化が叫ばれているがそれでも，せっかくの
トレーニング合宿が雨で使用不可能となると
それは，目的を達成できないからである。し
かし，デメリットとしては５月などでは，寒
すぎて体調を崩してしまう恐れがあるなど特
徴がマイナスに働いてしまう可能性もある。
　Ａチームでの意見：
Ａ）あとは寒かったです。やっぱどうしても
すごく海沿いだったので，風がすごくて，
あとは汗かいちゃうけど，ちょっと待って
レストしていたら冷え切っちゃって逆に風
邪をひいちゃいそうな状況だったから。
Ｉ）天気は悪くないわけでしょ？やっぱり外
気温ってことがですよね。
　Ｂチームでの意見：
Ｂ１）あともし雨が降った時のこともいろい
ろ考えてくれていて，そのときはパワーマ
ックスがちゃんと整ってるかだとか，トレ
ーニング施設が対応が効くかとか。…（中
略）…
Ｂ２）来年はまたね，シーズンの開始がちが
うんだ。そうしたときに，7月じゃなくて。
Ｂ１）早まりますよね。
Ｂ２）早まるよね。そうすると，５月ぐらい
にトレーニングで行かしてもらえたらいい
のかなあと。
Ｉ）逆に寒いぐらいかもしれないですね。
Ｂ１）それはあると思う。
Ｂ２）だからそれは逆算して考えなきゃいけ
ないね。
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Ⅳ－５　「食事」
　食事に関しては，北海道には大きな可能性
がある。食材の豊富さや海産物から肉類まで
すべてのものが普段食べられないものが多
い。また，こういったトレーニング合宿で
は，疲労困憊になるまで追い込み，トレーニ
ング後には食事も喉を通らない状況も考えら
れる。そこで，食欲の増進が考えられる道産
食材の料理を食べれば少し食べてみようかな
という気にさせる可能性もある。そういった
ことでも，影響力は高い。
　Ａチームでの意見：
Ａ）ただ，でも食べるものに関しては北海道
じゃないと食べられないものってすごく魅
力的だと思うんですよね。今回あの，ジン
ギスカンはちょっと人によりちょっとこれ
あんまり食べられないっていう子はいたん
ですけど，…（中略）…やっぱりいつも食
べられないものだから，やっぱり疲れて
いても食べようかなって思うじゃないです
か。だからあのバーベキューとかでも海産
物とかが出てくると，いつもは肉なのに，
そっちをもっと食べようとか，…（中略）
…やっぱりそういう北海道ならではとかそ
のラーメンが美味しいとか休みの日にちょ
っとラーメン食べたいとか。最後あの、○
○の時は最後の最後に午前走り込みやって
お昼ご飯食べて移動だったんですよ。…（中
略）…結構喜んでいたから，そういうので
ちょっとモチベーションを上げたりとか。
　以上のように，スポーツ合宿地として選考
する要因として，５つの項目が挙げられた。
　そして，特性要因図で詳細をあらわすと図
１のようになった。「費用」，「サポート」，「環
境」，「気候」，「食事」の５つの「大骨」の中
には，それらを更に具体的に示した「中骨」
が存在し，それらが有機的に絡み合うことで
「スポーツ合宿地」としての地位が高まって
いくことが示唆された。
　現状としての課題は，北海道の土地柄を生
かした内容提供がいかにできるか，また施設
図１．特性要因図
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や競技性の問題で準備段階での対応が可能に
なるかどうかが大きな要因となった。それに
は，行政も地元の関係者も多く関わっており，
費用面とサービスの充実がよりチームには求
められていることが推察できた。
　今後，このような自治体が増えていくため
には，ハードな面の充実ももちろんながら，
その団体の合宿目標が達成できるように町全
体で協力できるかが誘致していけるかといっ
た可能性が出てくるのであろう。
Ⅳ－６　今後の課題
　今回は，事例としてインタビュー調査を行
った結果であったため，他の種目やチームに
よっては，別な特性要因もあらわれる可能性
があることから，今後は他種目・他のチーム
にも同様のインタビューを行って，今回の要
因の妥当性を高めていければと考えている。
Ⅴ　付　記
　本研究は笹川スポーツ財団の助成研究
（140A2-008）を受けて実施されたものであ
る。また，研究の内容に関しては北海道教育
大学の研究倫理委員会において承認を得たも
のである。
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